






4 4 4 4 4 4 4
、死の何かがある

















































































































































































































































































































































































4 4 4 4
、ナンセンスな死















































































































































































































































































































































































4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
。文学空間に入ることは同時に、死
の不可能性を受け入れ、生と死を越えて生きつづける






4 4 4 4 4
ないように
4 4 4 4 4
、打つことで、私たちを救い、私たちの命を召す／私たちを殺す

































































































































 4 4 4 4 4 4 4 4
、誰か別の人が死ぬのを肩代わりしてやることはできない
















29	 Martin	Heidegger,	Being and Time,	trans.	John	Macquarrie	&	Edward	Robinson,	New	








































4 4 4 4 4
、絶対的に誰も奪うことのできない唯一のもの
4 4 4 4 4
、離さず
における唯一のもの





























































































4 4 4 4 4 4
、それはそれ自体と重なり合









4 4 4 4 4 4 4
」〔non-coincidence〕、「それがそれ自身ではないこと
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
」〔non-
identity〕、「似ていなさ











































































4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4
、ある潜在性として自ずから開かれたのだ





4 4 4 4
のあいだで開かれたコミュニケーショ
ン」〔la	communication	ouverte	entre	le	pouvoir et l’impossibilité〕である37。しか
しこの能力をもつのはもはや詩人ではなく、また詩のなかの登場人物でもない。そ
れは読者である。そして、最後の、奇妙な寓意的転回において、「私」の場所が読
者のために明け渡される。それゆえ「あなたは私の死だった」と言って、文学に
語りかけているのは、読者と読者としてのツェラン、ツェランを読む読者、そし
て、その他あらゆる読者なのである。あなたは私の死だった、なぜならあなたを通
して、私は私の顔を奪われることに直面したからだ。私が重なり合わなさと重なり
合ったからだ。私が私自身であることをやめたからだ。そしてこの他にはありえな
いような経験が、私の前に、私自身の潜在性として開かれる。私は、読者は、書き
こまれているだろう、作品のなかに、すべての作品のなかに、死について語ってい
るかとは無関係に、私は書きこまれているだろう、他者として、あらかじめ決定さ
れていない一人の他者として。予見も予言もできない読解の可能性がすでにそこに
存在している。そして、たとえ私が読解する瞬間に、もはや私が誰であるかに確証
がないときでも、作品をつかむのは私自身の読解である。死の不可能性、私
4
の死の
不可能性はこうして潜在力となり、私がもつ力が、同時に死が、死それ自体が、そ
れとしての死が永遠のものとなり、遂に、ようやく私は同じ作品のなかで死ぬこ
とができる、何度でも、何度でも死ぬことができる、それ自体とはいつも異なっ
てしまい、それがそれでない宿命を背負って死ぬことができるのだ。（目的語属格
の）「それとして」の死の隠喩は、仮想的な死の同一性を生み出しながら、（主語属
格の）それとしての死の隠喩へと姿を変え、今度は死が普遍化する隠喩となって、
その隠喩を定義できなくする。かくして死は永遠のものとなり、中性化され、まさ
しくすべてが滑りおちるときに、その滑りおちていくものを離さずにおき、これこ
そそれだと、それ自体だと、死それ自体なのだと信じることを可能にする。ここで
―どこで―隠喩と物語が出会い、互いを抱擁し、死について、文学について書
くことができるという幻想が生み出される。
37	 Blanchot,	L’espace littéraire,	op.	cit.,	p.	263.〔『文学空間』粟津則雄・出口裕弘訳、現代思
潮社、1962年〕
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国際連続セミナー「文学と死」
　あなたは、文学は、私の死だった、そのたびに何度でも、私のものであり私のも
のではなく、死でありながら死ではなく、読むたびにそのつど、あなたは私の死で
あった。
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